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論文審査の要旨 

 

内側楔状開大式高位脛骨骨切り術（OWHTO）は痛みを伴う内側型変形性膝関節症の

効果的な治療法であるが、術後の軟骨再生や変性を定量評価する手法は確立されていな

い。近年、軟骨基質の分子構造変化を定量的に評価可能な組成学的 MRI として T1ρ マ

ッピングが注目されている。しかし、従来の 2 次元解析法（2D）では病変の局在や障害

の広がりを正確に評価できない可能性があり、申請者らは T1ρ マッピングを用いた 3 次

元解析法(3D)を考案し、本研究では OWHTO 前後の軟骨の変化を 2D 法と 3D 法を用い

て検討している。OWHTO によるアライメント矯正後に生じる軟骨の変化（大腿骨内側

顆の軟骨修復）は、3D 法では定量評価値である T1ρ 値の有意な減少（改善）ならびに

T1ρ 値と関節鏡所見との間の正の相関関係を認め、2D 法では上記関連を検出することは

できず、3D 法が軟骨の質の変化に対する有効な評価法であることを示した初めての報

告である。 

公聴会では、3D T1ρ mapping の検者間誤差や検者内誤差、T2 mapping との比較、本評

価法の臨床応用に向けての展望について質問があったが、何れの質問に対しても的確に

回答されていた。 

本研究で用いた新しい画像評価法は、生体内の軟骨を経時的に、非侵襲的に評価でき、

疾患の病態把握や治療効果の客観的評価法として幅広い臨床応用が期待され、医学博士

の学位に値すると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科教室の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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